
２学年の生徒の皆さんへ 

 

５／３１（日）まで休校措置となりました。 

感染者数が落ち着いていますが、）まだまだ気を緩めてはいけません。 

自分に都合のよい理由をつけて外出することは避けましょう。 

休校期間がほぼ２カ月になりました。今回の学習を含め、ただ課題をこなすのではありません。 

今までの休校期間中の各教科の課題で教科書と問題集の範囲は 

１期考査の範囲にほぼなります。 
語句や単語を練習して覚えるなど、内容をもう１度自己チェックし直すこと。 

何事にも謙虚に臨みましょう。 

 

※注意事項※ 

・ノートは各教科専用のものを１冊ずつ分けて、課題に臨むこと 

・ルーズリーフも各教科に分けて課題に臨むこと 

・教科毎に課題を集めるので、以下の行為は避けること 

１冊のノートに様々な教科の課題を行う。 

１枚のルーズリーフに様々な教科の課題を行う。 

・課題の回収は課題一覧での指示がなければ、 

教科の先生の指示を待ってください。（学校再開後、指示されます） 

・学校のホームページを通じて、課題を行う際の助けとなるよう各教科で 

映像がアップされる可能性があります。こまめに閲覧し確認、活用すること。 
 

 
課題内容 

国語 
① 教科書 随想『さくらさくらさくら』 ・ 詩『永訣の朝』を読み、学習課題ノートをまとめる。 

② 常用漢字ダブルクリア P.66 ～ P.69 ・ P.166 ・ P.167 を解く。 

社会 
①副教材「世界史のミュージアム」の最後にはさまれている「白地図ワーク」の２日本中心の世界

地図３ヨーロッパ中心の世界地図の国名を記入し、番号の国の場所と国名を覚える。休校明

けテスト実施 

数学 
教科書Ｐ３６～Ｐ４４までの例題、練習を解いてノートに書いて提出すること。 

※ノートは課題で回収されるため新しいものを準備してください。 

英語 ❶事前課題③④⑤⑥のプリント 1枚（A３判両面） 

❷事前課題⑦のプリント 1枚（A３判両面） 

❸事前課題①の自己採点 

保健 

体育 

【保健】保健ノートＰ64～Ｐ66 

【体育】保健ノートＰ124～Ｐ126 

体育実技：1日 30分程度の運動を実施すること 

（自宅付近でのウオーキング、ランニング、筋トレ等） 

 5/12の登校日に保健ノートは回収しません 



 

理科 
①教科書Ｐ２６～ＰＰ３３を読んで、例題１と２、練習５、問題２と３をノートかルーズリーフに解いて、 

答え合わせ（赤ペンで丸付けを行う。間違った場合は赤ペンで訂正を行う）をする。 

※解答はＰ２６１にあります。 

②レッツトライノートＰ２（１）、Ｐ３（２）と（３）、Ｐ５（９）～（１４）、Ｐ７（５）～（１０）、Ｐ８（１）～（３）、 

Ｐ９（７）～（１２）をノートかルーズリーフに解いて、配布された解答を見て答え合わせ（上記のとお 

り）をする。 

※課題提出日は①、②とも次回登校日です。 

※休校中の課題は、１期考査の評価の大部分を占める可能性がありますので、しっかりと取り組んで 

提出すること。 

※①、②の課題両方とも、グラフを示す問題以外、 

解き方（特にどの公式を使用して解くのか）を考えながら解くこと。 

途中経過の書き方は教科書やレッツトライの例題を参考にすること。 

解答のみ書いて課題を提出することのないようにすること。（評価外になります） 

※ノート提出の生徒は、表紙に科、クラス（機械科と電気科のみ）、出席番号、氏名を記入し、 

誰のものかわかるようにすること 

（記入項目が１つでもかけている場合は、評価外となるので注意すること） 

※ルーズリーフ提出の生徒は、課題１枚目の右上に科、クラス（機械科と電気科のみ）、出席番号、

氏名を記入し、誰のものかわかるようにすること 

（記入項目が１つでもかけている場合は、評価外となるので注意すること） 

※休校期間中の課題で教科書と問題集（レッツトライ）の範囲は１期考査の範囲になります。 

家庭基礎 事前課題プリント③、④ 
事前課題プリント④は、「カレーライスを作る」か「布マスクを作る」の選択制 
提出⇒事前課題③は次回の登校日。事前課題④は「家庭基礎」の初回の授業。 
 
※授業再開までに裁縫セットを準備すること。（小、中学校で使用したものでよいが、
弟、妹に回したなど手元にない場合は、100 均の裁縫セット、又は空き箱等に裁縫
道具を入れたものでもよい。）必要な裁縫道具は、縫い針、針刺し、糸切りバサミ、
糸通し、待ち針（10本程度）の 5種類。 

各 

専門 

教科 

建築科：建築構造→標準テスト過去問題 5年分･･･次回登校日解答用紙のみ提出 

：建築施工・建築構造設計→課題プリント･･･次回登校日提出 

機械科：機械設計→問題集「基礎から学ぶ機械設計」P２～P９ 

     機械製図→教科書の付録課題 「製図例８ 軸受ふた」を方眼紙に製図道具を 

用いて書き写すこと。（※6/1～の学校再開時に提出。） 

     機械工作→鋳造分野の「節末問題」を機械工作ノ－トに解答すること。 

（※6/1～の学校再開時に提出。P145、P156、P166、P170） 

生産システム技術→別紙配布プリントの通り。 

電気科：電子技術→別紙配布プリント（その２）をよく読んで解答し，登校日に提出 
電気基礎→別紙配布プリント（電気基礎５月課題）をよく読んで解答し，登校日 

に提出 
    電力技術→別紙プリントに取り組む。登校日に提出 
    電気機器→・教科書 P.19～P.33 をよく読み，“演習ノート P.2～P.7”に取り組む

こと。次回登校時に演習ノートを提出。 
・演習ノート終了後，“電気機器 第 1 章 直流機 確認プリント①”
に取り組むこと。このプリントも次回登校時に提出。 

土木科：土木製図→例を参考に立体図を完成させよ（４枚） 定規を使うこと！ 提出 
    測量士補受験対策・・・測量士補ｗｅｂの○×問題、及び授業で行った計算 問

題の復習。 毎日、何時間勉強したか記録し、提出 


